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新規腎尿細管遺伝子の機能を明らかにすることで、新規創薬に応用できる可能性がある。

利用成果報告書

成果公開有償利用

腎尿細管機能の分子機序分析

 共焦点顕微鏡 Leica SP5

共焦点顕微鏡を用いることにより、野生型マウス腎における胎仔期～成体期での新規腎尿細管遺伝子の局在の変化を詳細に捉えるこ

とが出来た。現在、野生型および作製した遺伝子改変マウス腎の比較を行い、その下流遺伝子候補の評価を行っている。
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